
入　学　試　験　問　題 前
数　学（文科）
（配点 80点）

1992年度　　試験時間　 100分

注　意　事　項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2 落丁，乱丁または印刷不鮮明の箇所があったら，手を挙げて監督者に知らせな
さい。

3 解答には，必ず黒色鉛筆（または黒色シャープペンシル）を使用しなさい。

4 解答用紙の指定欄に，受験番号（表面 2箇所，裏面 1箇所），科類，氏名を記入し
なさい。指定欄以外にこれらを記入してはいけません。

5 解答は，必ず解答用紙の指定された箇所に記入しなさい。

6 解答用紙の解答欄に，関係のない文字，記号，符号などを記入してはいけません。
また，解答用紙の欄外の余白には，何も書いてはいけません。

7 この問題冊子の余白は，計算用に使用してもよいが，どのページも切り離しては
いけません。

8 解答用紙は，持ち帰ってはいけません。

9 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 1　　問

xについての方程式

px2 + (p2 − q)x− (2p− q − 1) = 0

が解をもち，すべての解の実部が負となるような実数の組 (p, q)の範囲を pq平面上に
図示せよ。

（注） 複素数 a+ b i（a，bは実数，iは虚数単位）に対し，aをこの複素数の実部という。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 2　　問

甲，乙二人が出資して共同事業を行う。二人の出資合計を sとするとき，この事業に
よる利潤 f(s)は

f(s) =


1
4
s(s− 3)2 (0 ≦ s ≦ 2)

− 3
4
s+ 2 (s > 2)

で与えられ，利潤は出資額に応じて甲，乙に比例配分されるものとする。
甲の出資額 aが一定であるとして，乙の利潤配分額を最大にする sの値を求めよ。た
だし，0 ≦ a ≦ 2とする。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 3　　問

p1 = 1，p2 = 1，pn+2 = pn + pn+1 (n ≧ 1)によって定義される数列 {pn}をフィボ
ナッチ数列といい，その一般項は

pn = 1√
5

{(
1 +

√
5

2

)n

−
(

1−
√
5

2

)n}
で与えられる。必要ならばこの事実を用いて，次の問いに答えよ。
各桁の数字が 0か 1であるような自然数の列Xn (n = 1, 2, · · · · · · )を次の規則によ
り定める。

(i) X1 = 1

(ii) Xn のある桁の数字 αが 0ならば αを 1で置き換え，αが 1ならば αを’10’で
置き換える。Xn の各桁ごとにこのような置き換えを行って得られる自然数を
Xn+1とする。

たとえば，X1 = 1，X2 = 10，X3 = 101，X4 = 10110，X5 = 10110101，· · · · · · と
なる。

(1) Xnの桁数 anを求めよ。

(2) Xn の中に’01’という数字の配列が現れる回数 bn を求めよ（たとえば b1 = 0，
b2 = 0，b3 = 1，b4 = 1，b5 = 3，· · · · · ·）。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 4　　問

xy平面において，x座標，y座標ともに整数であるような点を格子点と呼ぶ。格子
点を頂点に持つ三角形ABCを考える。

(1) 辺AB，ACそれぞれの上に両端を除いて奇数個の格子点があるとすると，辺BC

上にも両端を除いて奇数個の格子点があることを示せ。

(2) 辺 AB，AC上に両端を除いて丁度 3点ずつ格子点が存在するとすると，三角形
ABCの面積は 8で割り切れる整数であることを示せ。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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計　算　用　紙
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